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ツルに対する人々の思い
理事長　百瀬邦和

　中国での国際ネイチャースクールに参加した際のことです。内モ
ンゴルに近い内陸部には、見渡す限りのトウモロコシ畑が延々と続
いていました。ほんの５−６年前までは馬・牛・羊などの放牧地が
一面に広がっていたのに・・・・・、家畜を追って生活していた人
たちはほとんど仕事がないというのです。今回の活動の目的は、ゆ
るやかな起伏の下に広がっている湿地と、そこにいるツルをはじめ
とした水鳥の保護を地元の生活者に訴えるものなのですが、世界中
で広がっているバイオエネルギーブーム？のためのトウモロコシ栽
培が思わぬ環境変化をおこしていました。千年以上もの間その土地
の自然環境と折り合いをつけて生活してきた人たちと自然との関係
が、畑作化の侵攻とそれに伴う農業用水の需要という形で変化して
きた姿を見た思いでした。
　こちらの人たちはツルが好きです。ある村では女子生徒の半分近
くに鶴の入った名前がついていてびっくりした、と言う話を聞きま
した。自然保護区に隣接した村には店の名前や標識など方々に鶴の
字やデザインが見られ、人々がツルの居る地元を誇りにしている様
子が感じられます。タンチョウの近くにいる私たち、そしてこれま
で私が訪れたアジアの各地やヨーロッパなどでも、ツルが身近にい
る人たちには共通する感情があるのでしょう。
　こうした人々のツルへの思いを、現実的で将来に向けた保護活動
につなげていかなければ、と改めて感じたところです。
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国際ワークショップ「タンチョウの保護と教育普及のためのプ
ロジェクト」を開催　　　　　　　　　　　　　　　百瀬邦和

　国際ワークショップを 8 月 6 日〜 9 日に釧路市

観光国際交流センターをメイン会場として実施しま

した。このワークショップには中国のタンチョウ生

息地である遼寧省の双台河口国立自然保護区、黒龍

江省のウイェルフ - シャンギャンフ省立自然保護区

とシャンギャンフ国立自然保護区の各所長他計４名

と、中国国内で国際ネイチャースクールに関わって

いる 4 名、国際自然保護連合（ＩＵＣＮ）／国際

湿地保全連合（ＷＩ）の種専門家委員会ツル部会代

表、そして国際タンチョウネットワークのメンバー

7 名（日本からの参加２名を含む）、日本のタンチョ

ウ保護に関わる環境省、国土交通省北海道開発局ほ

かの関係者など総勢 33 名が参加しました。また、

ワークショップの開催に際して、ロシア、中国、日

本から３名がボランティアスタッフとして参加し、

参加者の案内、通訳、事務作業等に協力して下さい

ました。

　ワークショップでは、前半で出席者が発表を行

い、後半ではそれらの発表を基にした討議を行いま

した。発表は順番に、環境省釧路自然環境事務所の

西山所長がタンチョウの生息地分散に向けた施策ほ

かの事業について、北海道開発局池田河川事務所の

佐々木係長が十勝川治水工事実施時におけるタン

チョウへの繁殖妨害回避のための取り組みについ

て、当会会員の西岡氏が会で作成

している標識個体の写真による追

跡記録（標識鳥ファイル）を紹介、

IUCN/WI ツル類専門家部会代表の

ハリス博士がツル類保護のための

教育普及活動について、ユーラシア

ツルワーキンググループ エクゼク

ティブディレクターのイリアチェ

ンコ氏がロシアのタンチョウ保護

のための教育活動について、ブルッ

クス・インターナショナル（中国）

のフー氏が国際ネイチャースクー

ルの活動について、日本野鳥の会

鶴居・伊藤サンクチュアリの有田

氏が日本野鳥の会が行なっている

タンチョウ保護活動について、朝鮮大学校野生動物

研究センターの鄭所長が北朝鮮におけるタンチョウ

保護について、韓国ツルネットワーク代表のリー博

士が韓国におけるタンチョウの越冬状況について、

中国国立標識センター副所長のチャン博士が中国で

の近年のタンチョウの越冬数変化と主な脅威につい

て、東北林業大学のウー博士が中国ザーロン国立自

然保護区におけるタンチョウの保護について、東北

林業大学・国際ツル財団のスー博士が中国ホルンバ

イル西部における 2004 － 2011 年のタンチョウの

状況について、土壌生物学研究所（ロシア／ウラジ

オストック）のスルマッチ氏がウスリー地方におけ

る過去 10 年間のタンチョウの状況について、それ

ぞれパワーポイントを使って行いました。

　今回の国際ワークショップでは、国際ネイチャー

スクールの活動を中国およびロシア、韓国、日本の

ツル類保護関係者に広くアピールし、その有効性に

ついて討議できました。また、特にタンチョウの繁

殖地や中継地を管理する中国の自然保護区関係者が

それぞれの自然保護区の国際的な位置づけを再認識

するとともに、中国国内及び周辺国のタンチョウ保

護関係者と初めて交流でき、各保護区での活動に新

たな意味付けが加えられたことが大きな成果でし

た。

ワークショップで報告する西岡氏
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中国での国際ネイチャースクール　　　　　百瀬邦和

　８月２０日から３０日にかけて中国東北部で行わ

れた 2013 年国際ネイチャースクール（INS）に参

加しました。大学生が指導者となって小学生に環境

教育活動を行なうという点は昨年と同様でしたが、

今年は学生達が授業で参加できないことがないよう

に夏休み中に実施したこと、小学生に直接指導を行

う大学生が自分たちでプログラムを作成し準備して

いた点が大きく違っていました。前半のモモグ国家

級自然保護区（吉林省）での活動は東北林業大学（黒

龍江省ハルビン）が中心の学生 21 名、後半のツム

ジ国家級自然保護区（内モンゴル自治区）は北京林

業大学が中心の学生１５名が行ないました。

　モモグ自然保護区では管理事務所周辺をフィール

ドとして、モモグ小学校（莫莫格蒙古族郷学校）の

生徒 70 名と教諭１０名を対象に、丸一日かけての

野外実習と、二日目には教室内で実習の成果を絵と

詩や作文で表現する授業でした。

　ツムジ自然保護区では湿原の畔にあるコンクリー

ト製の展望タワーをベースにして、ツムジ小学校の

生徒 45 名と教諭８名を対象に、丸一日の野外実習

と、二日目は保護区施設の一部である博物館で植物

など自然素材を使って栞やペンダントなどを作るネ

イチャーゲームを行ないました。

　今年は新しい試みとして、ネイチャースクールの

最後に、生徒・教諭達にネイチャースクールの修了

証書が用意され、国際ツル財団のジム・ハリス博士

とタンチョウ保護研究グループの私が一人一人に手

渡す役目を務めさせていただきました。　国際・・・

というネーミングの通り、今回は中国の大学で学ん

でいる台湾と韓国の留学生に加えて、ロシアの大学

生も参加しました。国が違うことにより言葉の壁が

問題になりますが、他民族社会の中国では国内にも

言葉の壁があります。今年の INS の現場はモンゴル

系民族が多いため、生徒達は日常モンゴル語を使っ

ています。大学生達は都市部とは全く環境の違う地

方での活動で、コミュニケーションの問題、生活環

境の違い、そして何より内モンゴル地方の雄大な自

然環境に接して貴重な経験を得たようです。スクー

現地の材料を使った浸透実験

紙作り実習

野外実習を前にして生徒達へのオリエンテーション
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　国際ワークショップのために来釧したハリス博士

とスー 博士による、『アジアに於けるツル保護に向

けた活動』 と題した講演会を開催しました。講演会

はタンチョウ保護研究グループが主催し、釧路市が

共催として 8 月 7 日 9 時 30 分～ 11 時 30 分に釧

路市立博物館を会場として行ないました。

　ハリス博士は国際自然保護連合（IUCN）と国際

湿地協会（WI）が共同で運営

する 種の保存委員会（SSC）

のツル専門家グループ（CSG）

の 代 表 で、 国 際 ツ ル 財 団 副

代表でもあります。博士には 

『CSG の仕組みと今後の活動方

針について』というタイトル

で、ツル類保護に関する国際

的な枠組みについて判り易く

解説していただきました。

　スー博士は国際ネイチャー

スクール創設者で、中国東北

林業大学客員教授でもありま

す。 『中国でおこなわれてい

るツル保護に向けた国際プロ

国際ワークショップ記念講演会を行ないました

ジェクト～国際ネイチャースクール～』 を発案者の

立場からプロジェクトの内容とその意義について詳

しく紹介していただきました。

　講演会には国際ワークショップに参加したメン

バーを中心に 50 名近い参加があり、市民からも活

発な質問が出されました。

ルの最後に、一人一人の学生達に連絡先やサインを

もらいにくる生徒が多かったのを見ると、彼らは今

回の活動に寄せた意欲と若いエネルギーでいくつも

の壁を超えていたのでしょう。 毎日の夕食後に学生

と講師陣が集まって必ず反省会を行なっていたので

すが、最終日に何人かの学生が「私は今回の生徒達 博物館での修了証書授与

自然の中でのネイチャーゲーム

が羨ましい。私たちはこのような授業を受ける機会

が無かったのです」という発言があったのが印象的

でした。

　タンチョウ保護研究グループは昨年度に続き、地

球環境基金の助成を受けてこの活動の一部をサポー

トしています。
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　10 月 24 日、今年もタンチョウの冬の餌場確保

のため俵橋の牧草地にニオ作りを実施しました。今

年播
ま

いたデントコーンは全滅でした。水はけの悪

い土地なので生育を良くするために少し高く畝
うね

を

切って播
は し ゅ

種したのに、芽さえ出ませんでした。

　これに先立つ 8 月 16 日、デントコーンの生育状

況を見に行きました。畑中タデが密生しているのは

例年と同様でしたが、タデから頭を出しているデン

トコーンは見られず、タデをかき分けてかろうじて

5 本だけ見つけました。おそらく、春の播種作業の

一部始終をカラスに見られていたのでしょう。カラ

スの完璧さには舌を巻いてしまいました。

　デントコーンの自前での調達は不可能だったの

で、音別の榊原さんからデントコーンを提供してい

ただくことになり、ニオ作りの当日、百瀬さんが榊

原さんの畑からデントコーンを刈り取って小型ト

ラックで中標津まで搬送しました。この日は、中標

津から「中標津の自然を知ろう会」の阿部さんと

大河原さん、そして釧路から百瀬さんのほか女性 3

名の参加で 10 時半頃から作業にかかりました。

中標津俵橋湿原プロジェクト報告　　　　　工藤静子

　ニオ作りは今年で 5 年目になり、年々手際が良

くなっています。畑の雑草を片付けて整地し、丸太

で円錐形に骨組をつくり、１箇所だけ開口部を残し

全体に黍
きび

がらを隙間なく立てかけて棕
し ゅ ろ な わ

櫚縄で括り

付けます。最後にデントコーンを入れたバケツを

ニオの中に収めて、お昼頃には作業を終えました。

それにしても、ニオ作りの前提となるデントコーン

作りの難しいこと。毎年毎年、今度こそはと思いつ

つ種を播いているのですが・・・。

タンチョウ標識ファイルの更新について　　西岡秀観

　標識を付けたタンチョウの住民台帳のようなも

のとして作成した「タンチョウ標識ファイル」を

２０１３年版に更新しました。

　標識鳥の年齢、性別、出身地やヒナを連れた年な

どの情報を記載しています。

　このファイルは、標識鳥が多く見られる「鶴居・

伊藤タンチョウサンクチュアリのネイチャーセン

ター」と「阿寒国際ツルセンター」内に置いていま

すので、是非ご覧ください。

今年も立派なニオができました

↓
内
容
の
一
部
で
す
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　このたび、酪農学園大学の寺岡教授（当会理事）

の全面的なご協力を得て、釧路市動物園に保護収容

された野生タンチョウの 34 年分（1976 ～ 2010

年）の外部計測値をまとめた論文が、日本獣医学会

誌（Vol75(8)2013）に掲載されました（11 名によ

る共著）。

　野生タンチョウの死体 284 個体について、体重、

全長、翼長、ふ蹠長、尾長および露出嘴峰長 6 項

目の計測値を性別・成長段階別（幼鳥、1 歳、成鳥）

に分け、それぞれの平均値を初めて提示しました。

　各成長段階で計測値を比較すると、オ

スもメスも、成鳥と 1 歳の露出嘴峰長

は幼鳥より有意に大きく、成鳥の尾長

は幼鳥及び１歳より長かったのですが、

翼長とふ蹠長については、オスもメス

も、成長段階による有意差は認められ

ませんでした。

　性別による違いは、全長と体重で認め

られました。オスの成鳥と１歳の全長

は、幼鳥よりも有意に大きかったので

すが、メスの全長では成長段階による

差はありませんでした。また、メスで

は成鳥の体重が幼鳥より有意に重かっ

たのですが、オスでは有意差は見られ

ませんでした。

　各成長段階における個体差はオスも

メスも全長では小さく、体重では大き

いのですが、34 年間の経年変化は成鳥

の計測値のどの項目でも認められませ

んでした。一方、成鳥よりも環境変化

の影響を受けやすいと考えられる幼鳥

では、オスの全長だけがこの 34 年間で

明らかに大きくなる傾向がありました。

全長（年別平均値）が毎年約 3.9㎜ずつ、

34 年間では 132.6㎜大きくなったこと

になります。

　メスの全長は幼鳥も成鳥も差が見ら

れない、つまり幼鳥ですでに成鳥と同

じ大きさになっているので、オスの幼鳥もメスと同

じような成長を示すようになったと考えられます。

しかし、その理由についてはわかりません。

　計測の始まった 1976 年ころ、タンチョウの生息

数は 250 羽くらいでした。2010 年には 1300 羽

を越えるまでにふえ、生息環境も餌条件も大きく

変わってきています。こうした変化が野生タンチョ

ウの体の大きさに影響を与えるのかどうか、あるい

はどのような形で現れるのか、これからもより詳細

な調査を続けて行く必要がありそうです。

論文紹介「北海道東部におけるタンチョウの性別及び
成長段階別の外部計測値」 　    　　　　　　　井上雅子

掲載紙の表紙に当会提供のタンチョウの写真が採用され
ました
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「湿地之神Ⅲ」がもうすぐ出来上がります

　地球環境基金の助成金で作成中の全３部シリーズ

としては今回が最終巻となります。「形態編（Ⅰ）」、

「生態・行動編（Ⅱ）」に続き「現状と保全に向けた

取り組み」がテーマです。

　北海道のタンチョウは、ふえ方が鈍ってきている

とはいえまだ増加傾向にありますが、大陸のタン

チョウは、越冬地での全数調査を見る限り、その数

は減ってきているようです。

　気候変動や人間の経済活動による環境の変化に加

えて、密猟や野火も後を絶ちません。人馴れの問題

もあります。そうした中で現状を把握するための調

査を行い、環境教育を実践し、国際的なネットワー

クを作りながら情報を共有し、知恵を出し合ってい

ます。

　第３部が完成しましたら、ホームページ等で改め

てお知らせしますのでもう少々お待ちください。

　

　タンチョウ保護研

究グループの夏の

恒例となってい

る タ ン チ ョ

ウ の ヒ ナ

へ の 標

識 調 査

で使ったら

ど う で し ょ う、

とボランティアで調査

オリジナルの迷彩手ぬぐいを作りました

に参加して下さっている方

がツルのヒナをあしらった迷彩デ

ザインを作って下さいました。今回こ

のデザインで手ぬぐいを作りましたのでご紹

介します。

　薮の中で身を隠すための迷彩模様ですが、このデ

ザインの中には、調査の際に草むらに隠れたヒナが

なかなか見つけられない苦労も表現されています。

「もともと標識調査用」ということもあり、周囲の

色にとけ込んだヒナたちの中に 1 羽だけ黄色い足

環を付けたヒナがいますので探してみて下さい。

　この手ぬぐいはボランティアで調査に参加され

た方に使っていただくために作ったのです

が、配布した手ぬぐいをアクセサリー

として使われる方もいて評判が良

いので希望者にはお分けす

ることにしました。会

員 の 方 に は 一 枚

840 円 ＋ ６

枚までは

送 料 80

円でお送り

できますので、

事務局までご連

絡下さい。



Tancho  (20)            �

特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ
　　　（編集：松本文雄）
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Red-crowned Crane Conservancy  (RCC) newsletter     TANCHO
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e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

＜会員（11 月 11 日現在）＞

運営会員：26 名、個人サポート会員：149 名、団体会員：13 団体

＜表紙写真＞

　晩秋 早朝のサンクチュアリ

　　　　（2005 年 11 月　西岡秀観撮影）

〈活動記録〉（2013 年８月〜 2013 年 11 月）

8 月 2 日〜 5 日
　　　　　　IUCN/WI ツル専門家部会代表ハリス
　　　　　　氏来釧、タンチョウ生息地を案内
8 月 5 日　　国際ワークショップ参加者代表者と釧
　　　　　　路市市長を表敬訪問（百瀬邦和）
8 月 6 日　　国際タンチョウネットワークのカウン
　　　　　　シル会議出席 ( 百瀬邦和・ゆりあ )
8 月 7 日～ 9 日　
　　　　　　国際ワークショップ
8 月 10 日〜 12 日　　
　　　　　　国際ワークショップ参加者をタンチョ
　　　　　　ウ生息地に案内し、道東地方の現状を
　　　　　　紹介
8 月 13 日 　運営会議 ( ７名出席 )
8 月 20 日～ 9 月 1 日　 
　　　　　　中国での国際ネイチャースクールに参
　　　　　　加（百瀬邦和）
9 月 6 日　　運営会議（７名出席）
9 月 9 日　　会報 Tancho19 配布
9 月 9 日～ 13 日　
　　　　　　アーチボールド理事とドゥネアさんが
　　　　　　来釧、タンチョウ生息地を案内
9 月 13 日～ 16 日　　
　　　　　　名城大学（名古屋市）で開催された日
　　　　　　本鳥学会でポスター発表（正富欣之）
10 月 4 日　 運営会議（７名出席）
10 月 9 日　  浜中町でのタンチョウの保護収容に
　　　　　　協力（百瀬邦和）
10 月 23・24 日　　俵橋湿原でニオ作り
10 月 26 日　釧路学講座で講演（百瀬邦和）
10 月 28 日　豊頃町でのタンチョウの保護収容

　　　　　　に協力（百瀬邦和）
10 月 31 日　小冊子「湿地の神 III」の編集会議
11 月 1 日　　運営会議（７名出席）
11 月 5 日～ 7 日　　
　　　　　　出水市ツル博物館クレインパークいず
　　　　　　み（鹿児島県出水市）の原口学芸員が
　　　　　　来釧し、2014 年１月に出水で開催さ
　　　　　　れる国際ワークショップ、国際シンポ
　　　　　　ジウム、並びに、東アジアのツル類保
　　　　　　護についての話し合い
11 月 13・14 日　　
　　　　　　札幌での遊水池活用に関するシンポジ
　　　　　　ウムと現地視察に参加（正富宏之、百
　　　　　　瀬邦和）
11 月 16 日　タンチョウ標識ファイルの更新（西岡）
11 月 26 日〜 29 日　　
　　　　　　ドゥネアさん来釧、タンチョウの保護
　　　　　　活動に関する意見交換
11 月 29 日　日航本社、三菱商事訪問（百瀬邦和）
11 月 30 日　東京での地球環境基金のシンポジウ
　　　　　　ムに参加（百瀬邦和）

迷彩バンダナをネッカチーフにしてもおしゃれ


